
 

鹿児島県公立高校入試徹底分析【理科】 
 
【形式・難易度】 

試験時間 50分 配点 90点 

問題構成 

大問は5題で，小問は35～40問程度である。大問１は小問集合，大問２～５は地学・化学・
生物・物理分野からそれぞれまんべんなく出題され，ほぼ均等配点になっている。解答形

式は記述・選択併用で，実験・観察を中心とした基本的な問題が全範囲から出題されてい

る。昨年度は論述・作図問題数が減っていたが、今年度は以前のように増加。また計算問

題が6問と昨年に続いて増加傾向。会話文形式など問題文が長文化する傾向がみられ，
しっかりと文章を読み込む力が必要となっている。 

 
 令和7年度(2025)  令和6年度(2024)  令和5年度(2023) 令和4年度(2022) 令和3年度(2021) 

問題量(Ａ4で) 10ページ分 10ページ分 10ページ分 7ページ分 7ページ分 
小問数 38問 38問 39問 40問 40問 
論述問題の数 5問 3問 5問 ４問 8問 
論述問題配点 11点 9点 12点 10点 16点 
作図問題の数 4問 1問 3問 3問 3問 
作図問題配点 10点 3点 7点 6点 8点 
※受験者平均点 48.7点 48.8点 50.1点 53.9点 47.5点 

（受験者平均点：鹿児島県教育委員会公開資料より） 
【出題の傾向と対策】 
①　教科書に載っている表・グラフの読み取り，実験・観察の注意点や理由の論述の練習をし 
　ておく必要がある。 

Ｒ６　大問２Ⅱ２ 
　次の文は，グループXに属する惑星とグループYに属する惑星のそ
れぞれの表面の平均温度と衛星の数を比較したとき，グループYに属
する惑星の特徴を説明したものである。①，②について，それぞれ正

しい物はどれか，答えなさい。 
 

　　グループYに属する惑星のそれぞれの表面の平均温度は⓵(ア 
　 低く　イ 高く)，衛星の数は②(ア 少ない　イ 多い) 

　 
　この他に，枝つきフラスコへの温度計の正しい取りつけ方(令和４年度)，酸化銅を還元する実験で，実験後ピンチ
コックでゴム管をとじる理由(令和３年度)，だ液を入れた試験管をあたためたお湯に入れる理由(令和２年度)，蒸散の
実験で，水面を油でおおう理由(平成31年度)などが出題されている。 
 

②　化学式・化学反応式はほぼ毎年出題されているため，確実に覚えておく必要がある。 

Ｒ７　大問３Ⅰ１ 
　実験２で水溶液が紫色になったのは，レモン汁と石灰水を混ぜ合わせることにより，中和が起こるためである。

中和は水素イオンと水酸化物イオンが結びつく反応である。この反応を水素イオンと水酸化物イオンの化学式を

用いて表しなさい。 

　 

　この他に銅の酸化(令和６年度)，メタンの燃焼(令和５年度)，塩酸の電気分解(令和４年度)，水素イオンと水酸化物
イオンの反応(令和３年度)，水酸化ナトリウムの電離(令和２年度)などが出題されている。 



 

③　作図問題が毎年出題されている。テキストや模試で解き方を練習する必要がある。 

Ｒ７　大問３Ⅰ２(問題文一部変更) 
　レモン汁２㎤に含まれる水素イオンの数を図２の点・で記した。実験２で，石灰水を８㎤まで少しずつ加えていくと，

水溶液中の水素イオンと水酸化物イオンの数は，それぞれどのように変化していくか。解答欄の図に水溶液中の水

素イオンの数を実線で，水酸化物イオンＮ数を破線でかきなさい。 
 
Ｒ７　大問５Ⅰ３(問題文一部変更) 
　実験２について，ばねがおもりを引く力と糸がおもりを引く力の合力を，解答欄の方眼に矢印でかきなさい。 

 

④　昨年度に続いて，計算問題の出題数が増えるとともに難易度も比較的高めになっている。与えら

れた条件を複数組み合わせて思考・判断する力が必要となる。 

Ｒ７　大問１ ４ 
　次のア～ウの空気を同じ体積で比べたとき，水蒸気量が多い順に並べなさい。 
　　ア　気温25℃で湿度90％の空気　　　イ　気温20℃で湿度90％の空気 
　　ウ　気温30℃で露点が25℃の空気 
 
Ｒ７　大問２Ⅰ３（一部問題文を変更） 
　図は，ある地震における震央と観測地点Ａ～Ｄの位置関係を示したものである。た

だし，この地震の震源はごく浅く，図で示された地域の標高はすべて等しく，地震の

波は一定の速さで伝わったものとする。 
　観測地点Ｂでの初期微動継続時間が４秒であった。地震発生から８秒後に図で示

された地域で緊急地震速報を受信した。観測地点Ｄに，Ｓ波が到達するのは緊急

地震速報を受信してから何秒後か。答えなさい。ただし，Ｐ波が伝わる速さは５㎞/s
とします。 
 

 

解答　 
Ｒ６　大問２Ⅱ２①　ア　　②　イ 
Ｒ７　大問３Ⅰ１　Ｈ＋＋ＯＨー→Ｈ２Ｏ 
Ｒ７　大問３Ⅰ２　右図参照 
Ｒ７　大問５Ⅰ３　右図参照 
Ｒ７　大問１ ３　ウ→ア→イ 
Ｒ７　大問２Ⅰ３　17（秒後） 
 

 

 

 


